
ウインテストは平成28年度横浜みらい企業に認定されました。
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当社の事業領域と
ポジション
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半導体検査市場と当社の事業領域半導体検査市場と当社の事業領域

メモリテスター市場

７０億ドル
メモリテスター市場

７０億ドル
ＤＲＡＭ フラッシュ

メモリー

ミックスドシグナル
＆ パワー半導体

ＳoＣ
10億ドル

システムLSI
FPGA 等

（2013年の各社売上による当社推定）（2013年の各社売上による当社推定）

液晶ドライバー検査装置

CCD/CMOS イメージセンサー

国内、国外の大手テスター
メーカが占有する市場

液晶有機ELディスプ
レイアレイ検査装置

•新規事業の開始

パワー半導体
検査装置

•既存事業
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当社の業界におけるポジション(1/2)当社の業界におけるポジション(1/2)

–独自の検査技術を20年以上にわたり開発

 ＬＣＤドライバＩＣ検査 （今期最も注力するエリア）
 （スマートフォンやテレビなど液晶ディスプレイを駆動するためのICです）

         

研究開発 ➡ 量産導入評価から、

➡ 量産導入（市場シェア数％に成長）

   

–独自の検査技術を20年以上にわたり開発

 ＬＣＤドライバＩＣ検査 （今期最も注力するエリア）
 （スマートフォンやテレビなど液晶ディスプレイを駆動するためのICです）

         

研究開発 ➡ 量産導入評価から、

➡ 量産導入（市場シェア数％に成長）
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当社の業界におけるポジション(2/2)当社の業界におけるポジション(2/2)

–独自の検査技術を20年以上にわたり開発

イメージセンサ、液晶・有機EＬディスプレイ検査
        ハイ・エンドの一眼レフ用や衛星搭載用センサーなど

          ロー・エンドのスマホ、ゲーム用センサーなど

有機ＥＬでは、海外製造販売提携先を開拓し、海外顧客の開拓

     ミックスドシグナルＩＣ（ロジアナ混在）、パワーＩＣ
         世界のマーケットは伸長も、国内顧客の設備投資停滞

         海外の製造販売提携先を開拓し海外顧客の開拓

–独自の検査技術を20年以上にわたり開発

イメージセンサ、液晶・有機EＬディスプレイ検査
        ハイ・エンドの一眼レフ用や衛星搭載用センサーなど

          ロー・エンドのスマホ、ゲーム用センサーなど

有機ＥＬでは、海外製造販売提携先を開拓し、海外顧客の開拓

     ミックスドシグナルＩＣ（ロジアナ混在）、パワーＩＣ
         世界のマーケットは伸長も、国内顧客の設備投資停滞

         海外の製造販売提携先を開拓し海外顧客の開拓



既存事業 ＬＣＤドライバにおける当社のポジション既存事業 ＬＣＤドライバにおける当社のポジション

世界最大手A社

Ytek社
新規開発
実績 ZERO

T社

設計年度2005年

ウインテスト
WTS-577
I/Oピン250MHz

Y社
撤退

コストパフォーマンス

装置性能、実績

C社
新規開発
実績 ZERO

ウインテスト
WTS-577

バージョンアップI/Oで
高速化

ウインテスト
WTS-577
I/Oピン1.0Gbps

圧倒的シェアを背景にハ
イ・エンド機を投入した
が、

市場規模：
2014年 １８０億円
スマホ、液晶テレビ市場と共に今
後伸びると市場である

現在：納入ベースで数%シェア

二桁シェアを目指す
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一時はA社とY社でシェアを

二分していたが、完全撤退
した。

２、３年後：
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主な顧客

【アジア】
☛大手LCDドライバメーカ

【日本】

☛大手カメラメーカ
☛大手医療関連メーカ
☛宇宙開発関連メーカ

（代理店）

Probeleader社

当社製品の主な販売先当社製品の主な販売先

27%

73%

国内

アジア

地域別
売上比率
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２０１６年７月期決算２０１６年７月期決算
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２０１６年７月期 決算ハイライト２０１６年７月期 決算ハイライト

売上・利益とも当初計画を下回る
【要因】

①既存顧客の仕様変更対応に時間を要した

②中国の景気減速を懸念して設備投資計画が順延された

自己資本比率は８６．８％と高水準維持

☞財務基盤安定化のため、増資等により資本の充実を図っ
ており、自己資本比率は８６．８％

☞現金預金残は6億円強をキープしており、今後の運転資
金・研究開発のための必要資金を十分に確保
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２０１６年７月期 決算サマリ２０１６年７月期 決算サマリ

15/7月期
16/ 7月

期
増減額 増減率 主な増減理由

当初計
画

売上高 313 213 △99 △31.9%
見込んでた受注・売上が後送りとなり、
低調な売上

837

売上総利益 120 78 △41 △34.9% 売上減少による利益減少 337

売上総利益率 38.4% 36.7% － －
在庫評価減17百万円の原価計上で低
下

40.3％

販管費 332 292 △40 △12.1% 試験研究費、旅費交通費が大きく減少 318

営業利益 △ 212 △ 213 △1 － 経費削減により利益減少幅圧縮 18

経常利益 △ 200 △ 222 △22 － 前期、県の補助金10百万円受領 15

当期純利益 △ 201 △ 226 △24 － 14
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売上高の変動分析売上高の変動分析

0

50

100

150

200

250

300

350

15年通期 16年通期

前期比 売上高内訳比較

海外

国内

313 ▲ 14

▲ 86

213

0

50

100

150

200

250

300

15年通期売上高 国内顧客への売上減少 海外顧客への売上減少 16年通期売上高

前期比 売上高変動 主要因
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２０１６年７月期 貸借対照表サマリ２０１６年７月期 貸借対照表サマリ

15/7月期 16/7月期 増減額 主な増減理由

資
産
内
訳

現金及び預金 573 487 △ 86
増資で121百万円増加したが純損失計
上したため減少

受取手形及び売掛金 26 17 △ 8 下期売上は低調

仕掛品 177 139 △ 37 海外受注先向けの納品で減少

その他流動資産 84 48 △ 35 納品により製品2台/48百万円減

固定資産 47 41 △ 6
長期前払費用が5百万円増加するも減
価償却、減損で11百万円減少あり

資産合計 909 734 △ 174

負
債
・純
資
産
内
訳

買掛金 0.2 0.2 0

１年以内返済長期借入 88 18 △70 台湾からの借入70百万円完済

その他流動負債 20 28 8 保守サポート契約の前受金増

固定負債 56 37 △ 18 約定返済で減少

純資産 744 650 △ 94 増資で増加したが純損失計上で減少

負債・純資産合計 909 734 △ 174

5.3%自己資本比率 81.5% 86.8% 高い比率を維持
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２０１６年７月期 ＣＦ計算書サマリ２０１６年７月期 ＣＦ計算書サマリ

キャッシュ・フロー推移
・営業ＣＦ

税前純損失 △225

棚卸資産減 86

前受金増 11

・投資ＣＦ
長期前払費用増(製造権) △10

・財務ＣＦ
新株予約権行使 121

長期借入金返済 △88

15/7期 16/7期

営業ＣＦ △28 △107

投資ＣＦ △10 △15

財務ＣＦ 321 43

現金・現金同等物 473 387

❄上記現金・現金同等物には定期預金1億円を含んでいません

❄❄
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２０１７年７月期 環境見通し２０１７年７月期 環境見通し

外
部
環
境

・カメラ

続く出荷台数減

カメラ大手4社、カメラ販売ふるわず。 医療、監視用センサーやカメラ販売に新分野

に活路求めるも、デジタルカメラの減速大、補えず。

・台湾、中国

16年/17年の新興市場のスマホ需要は高級機メーカのシェア変動が数量増、当社

注力のLCDドライバの生産はTV向けも含めてフル稼働に近い状態まで復活か。

個
別
環
境

イメージセンサー ◆モバイル、監視向け、車載用で顕著に伸びるが、デジカメ用は激減中

液晶有機EL

ディスプレイ
◆海外では有機ELで新たな需要が発生

液晶ドライバーIC
◆途上国（インドなど）向けモバイル、ＴＶ向け数量増加、
・受注・売上増加見込み

●円高基調は続く、国内半導体メーカ統合、廃止が続く、引き換え海外設備投資活況続く

■前期顧客仕様変更の開発に遅れたが、今期の新規開発は、遅れなし！

15



16

２０１7年７月期 通期業績予想２０１7年７月期 通期業績予想

当社の2017業績予想数値につきましては、今期予定している

M&A及び新規事業展開に向け協議中であるため未定の要因

が多く、見通しが立ち次第改めて通期業績予想値をお知らせし

ます。
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2017年 経営計画2017年 経営計画



◆既存事業の
充実に注力

今後の取り組み概要（既存事業）
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◆新規事業と
M&A戦略の具
現化

✔



19

– ＬＣＤドライバ検査装置

– ＣＭＯＳイメージセンサ検査装置

– 有機ＥＬのアレイ、セルテストの中国マーケット開拓

– 高速シリアル転送に対応

– ボリュームゾーンの低テストコストに対応

既存事業の安定化と充実既存事業の安定化と充実



◆国内
・ハイエンドのイメージセンサ分野のシェア維持

◆海外マーケット戦略
・ ＬＣＤドライバ検査装置を主軸にイメージセンサも
・ 台湾、中国出身の当社社員による直接営業、採用の促進

【台湾、中国方面】

・デザイン＆テストハウスの新規開拓を継続

・ 複数デザインハウスを同時攻略できる体制の整備
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営業強化の為の集中と選択営業強化の為の集中と選択



既存ビジネスの集中と選択

ＬＣＤドライバとは？

既存ビジネスの集中と選択

ＬＣＤドライバとは？

Y

ド
ラ
イ
バ

X ドライバ

液晶パネル

X（横方向）及びY（縦方向）ドライバと示したのがLCDドライバICです。

この多ピンIC（髪の毛の太さの約１／６の間隔で千本以
上並ぶ）を検査する装置、それが当社のWTS-577です。

放送や伝送の映像信号を変換して、

液晶画面にきれいな画像や文字を表示させるＩＣ

21

ＬＣＤドライバＩＣ

（髪の毛の太さ平均80μm）



◆既存事業の
充実に注力

今後の取り組み概要（新規事業）

22

◆新規事業と
M&A戦略の
具現化

✔



新規事業成⻑戦略イメージ

既存技術を
応⽤し成⻑分野

へ新規参⼊

電気
⾃動⾞ IoT

ロボット

成⻑戦略実現に向けて
Ｍ＆Ａ・資本業務提携を

積極的に活⽤

成⻑分野へ新規参⼊

現状
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現在

事
業
規
模

期間

既存事業領域

事業領域拡⼤

新規事業領域

既存事業の充実

新規事業の開拓から将来事業へ

将来⼤きな成⻑が⾒込まれるIoT事業

• アジア圏のニーズに合った検査機器のオプション
機能強化

• アジア圏で需要が⾒込まれる検査装置開発

• ⾃重補償機能を利⽤した介護福祉ロボット
• 電⼒の効率化をサポートする太陽光発電モニタ
• 既存技術を⽣かした⾳響機器、計測機器

※ これらの事業をIoT事業分野に集約、成⻑路線に

• センサ技術とM&Aで新たに得た⼈・技術を⽣かし
成⻑分野（ IoT・ロボット・電気⾃動⾞）へ参⼊

⾼度な半導体検査技術、画像処理技術、⾼精度センサ技術を応⽤
し、新分野の 開拓、事業領域の拡充、成⻑分野へ新規 事業展開

事業展開イメージ詳細
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事業展開イメージ

ロボット 電気⾃動⾞ IoT
(Internet of Things)

有力先行企業と資本事業

提携を協議中。

パワー半導体の既存技

術を生かしVCU（車体制御

ユニット）やBMS（バッテ

リー制御装置）、充電設

備の開発を行う。

自重保障機構装置で省

力化バッテリー交換シス

テムを配備

太陽光パネルモニター事

業の開始。

個別のパネルからの情報

をネットワーク化、データ

解析でアクティブメンテナ

ンスを提案。 それらビッ

グデータをセンターで一

括制御。

協力設置事業者と業務提

携を協議中

慶応大学と共同で基礎技

術の開発中（自重補償機

構）

モーターレス・エコロボット。

画像処理技術で動作を監

視、安全を見守るセン

サー技術。

人口知能と組み合わせ、

人間支援ロボット事業と

する。

Ｍ＆Ａ・資本業務提携で事業展開を加速、実現させる
25



充電システム
バッテリー制御ユニット（BMS)

⾞載コントロールユニット（VCU)

成長分野への参入
当社の計画する具体的な例
成長分野への参入
当社の計画する具体的な例

ロボット分野 電気⾃動⾞分野

検査技術・画像処理技術・IoTセンサー技術
26
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オーディオと音響計測機器の製品開発オーディオと音響計測機器の製品開発

2017年2100億円規模市場となるオーディオ製品へ進出を計画

産業用の検査技術を生かし、オーディオと音響計測製品を開発
DAC＆ヘッドホンアンプ

製品写真はイメージです

0
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2015年 2017 2020年

AUDIO関連市場規模推移予測単位
億円

（GEM Partners社）



免責事項
本資料に記載された意見、予測やビジョンなどは資料作成時点での
弊社の判断であり、その情報の正確性を保証するものではありません。

本資料の内容は事前の通知なく変更されることがあります。
また、本資料に記載される業界、市場動向又は経済情勢等に関する情報は、
現時点で入手可能な情報に基づいて当社が作成したものであり、
当社がその真実性、正確性、合理性及び網羅性について保証するものでは
ありません。

様々な要因の変化により、実際の業績や結果とは大きく異なる可能性が
あることを御承知おき下さい。

この将来数値に全面的に依拠して投資判断を行うことは差し控えて
いただきますようお願い申し上げます。
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ＴＥＬ：０４５-３１７-７８８８

ウインテスト株式会社


